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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550

ふれあい人権文化センター　☎332－5705　薨335－4755
青少年会館　☎335－4754　薨335－4755　高齢介護課　☎337－3113

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550　
福祉総務課　☎337－3116　人権文化室　☎337－3101

　松原市地域福祉計画は市における地域福祉を推進するための基本となる計画で、平成21年3月
に策定し、施策を展開しているところです。この度、「第2期松原市地域福祉計画」を新たに策定し、
地域住民・関係団体・行政などが協働により、「地域で支えあい、ともにいきいきと暮らせる『安心・
安全のまち　まつばら』」を基本理念とする福祉のまちづくりを推進するための施策展開をしてい
きます。計画の内容をより充実させるため、市民の皆さんのお声を聞かせていただき、完成させ
たいと考えています。※素案の内容など詳しくは、市ホームページ、市役所1階福祉総務課およ
び1階情報コーナーで公表しています。
◆提出期間
2月3日㈪～3月5日㈬
◆問合せ・送付先　
〒580－8501　松原市役所福祉部福祉総務課　薨337－3007　
Ｅメール　fukushi-soumu@city.matsubara.osaka.jp

第３期松原市男女共同参画プラン（素案）
　市では男女共同参画社会の推進に向けた計画として平成10年11月に「松原市男女共同参画プラ
ン　輝けまつばら　女と男で」を策定しました。平成21年3月には平成21年から25年を計画期間
とする「松原市男女共同参画プラン　Second Stage」を策定し、施策を展開しているところです。
　この度、次期プランを策定することになりましたので、内容をより充実させるため、市民の皆
さんの声を聞かせていただき、完成させたいと考えています。※素案の内容など詳しくは、市ホ
ームページ、市役所5階人権文化室および1階情報コーナー、ふれあい人権文化センター、各図
書館、各公民館で公表しています。
◆提出期間
2月20日㈭～3月19日㈬
◆問合せ・送付先　
〒580－8501　松原市役所総務部人権文化室　薨337－3003　
Ｅメール　jinken@city.matsubara.osaka.jp

◆意見を提出できる人
①市内に住所を有する人　②市内の事務所または事業所に勤務する人　③市内の学校に在学す
る人　④市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他の団体　⑤その他パブリッ
クコメント手続きに係る事案に利害関係を有するもの

◆提出方法
　住所、氏名、ご意見などを記入の上、各送付先（土・日・祝日を除く、午前９時～午後５時30分）
に持参または、郵便、FAX、Eメールでお寄せください。※提出された氏名などの個人情報につ
いては、適正に管理します。提出されたご意見については、公表しますが、住所・氏名などの
個人情報については公表することはありません。また、提出されたご意見に対する市の考えを
後日公表しますが、直接、個別には回答しませんのでご了承ください。
　なお、電話・口頭でのご意見や住所・氏名などが明記されていないものは、受け付けできません。

あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

新・「松原市人権交流センター」愛称募集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
・
・
市
が
市
民
生

活
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
計
画
や
条

例
な
ど
を
策
定
す
る
と
き
に
、
そ
の
内
容
を

案
の
段
階
で
公
表
し
、
そ
の
案
に
対
す
る
意

見
な
ど
を
広
く
市
民
か
ら
募
集
す
る
と
い
う

も
の

　平成26年4月、ふれあい人権文化センター、青少
年会館が、男女共同参画センターの機能を統合した
「松原市人権交流センター」へとリニューアルオープ
ンします。
　これからも市民の皆さんに愛される“市民交流の拠
点”として親しまれる愛称を募集します。

松原市人権交流センターとは・・・

　児童から高齢者まで、幅広い年齢層の市民の交流
拠点となることを目指しており、地域福祉の向上と
人権啓発の推進のために、市民のさまざまな課題に
関する相談事業と多様な生涯学習の機会を提供します。
　また、青少年育成と自立支援のために、居場所事業や体験型事業を実施します。
　そして、男女共同参画社会構築の推進をめざし、女性の悩みに関する相談業務や男女共同参画につい
ての理解の促進を行います。
●開館日　月～土曜日の午前9時～午後5時30分（日・祝日・年末年始は休館）

▶応募資格　市内在住・在学・在職の人
▶応募方法　2月21日㈮までに①郵便（〒580－0023　南新町2－141－1）  ②Ｅメール（mhureaic@
city.matsubara.osaka.jpかseikan@city.matsubara.osaka.jp)　③FAX（薨335－4755）　④応募箱
（ふれあい人権文化センター、青少年会館、市役所5階人権文化室に設置）のいずれかで、愛称（その愛
称にした理由などを一緒に記入）・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、「新 松原市人権交
流センター愛称募集係」へご応募ください。※一人何通でも応募できますが、1通の応募につき愛称は1
点のみ記入してください。Eメール・FAXの場合は件名に「愛称募集」と記入してください。
▶審査・発表　選考委員会の審査を経て決定し、愛称は「広報まつばら」や市ホームページなどで発表し
ます。入選作品は平成26年4月に発表の予定です。
※入選に選ばれた作品は施設内の掲示物、利用案内、市ホームページ、実施する事業のチラシやポスター
などに使用します。
▶その他　応募作品の返却はしませんのであらかじめご了承願います。採用された名称に関する一切の
権利は松原市に帰属します。
▶問合せ　ふれあい人権文化センター　青少年会館（併設施設）

介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
に
関
す
る

　
　
　      
　
　
　
策
定
委
員
を
募
集

　
「
松
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

松
原
市
介
護
保
険
事
業
計
画（
第
６

期
）」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
高
齢

者
福
祉
に
関
す
る
幅
広
い
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
に
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険
な
ど
の
施

策
の
方
向
性
を
定
め
た
も
の
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に

お
い
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

●
応
募
資
格

①
市
内
在
住
で
松
原
市
の
介
護
保
険
に
加
入
の
人（
平

成
25
年
4
月
1
日
現
在
40
歳
以
上
の
人
）

②
本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
人

③
市
議
会
議
員
、
国
家
公
務
員
ま
た
は
地
方
公
務
員
で

な
い
人

④
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
行
政
に
見
識
が
あ
り
、
関

心
の
あ
る
人

⑤
平
日
開
催
す
る
会
議
に
出
席
可
能
で
あ
る
人

●
募
集
人
員　
１
人

●
選
考
方
法　
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
な
ど
に
よ
る

書
類
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
、
選
任
、
非
選
任

に
か
か
わ
ら
ず
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
さ

れ
た
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
任
期　
平
成
26
年
5
月
1
日
か
ら
3
年
間　

※
年
7
回
程
度
の
会
議

●
応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
介

護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
行
政
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

小
論
文
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
2
月
19
日
㈬
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

高
齢
介
護
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ　
高
齢
介
護
課

第2期松原市地域福祉計画（素案）

◎計画策定にあたって　◎市の地域福祉を取り巻く現状　◎計画の基本的な考え方
◎ささえあいの地域づくり　◎安心して暮らせる地域づくり　◎地域活動の担い手づくり
◎地域とともにつくる福祉サービス　◎計画の推進体制

素案のテーマの一部

◎男女共同参画推進による地域社会の活性化　◎仕事と生活の調和の推進　◎暴力根絶等の
セーフティネットの充実　◎男性、子ども、高齢者にとっての男女共同参画　◎市民と協働
し地域力アップの支援

次期プランの基本課題

（1）職場の活性化（2）家庭生活の充実（3）地域力の向上
次期プランの重要目標
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安　全

環　境
人　権

各　種
相　談

子育て
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歴　史
ウォーク

その他 所得税および復興特別所得税の
確定申告会場と日程

●八尾税務署
2月17日㈪～3月17日㈪（土・日・祝日は除く）　午前９時～
午後５時　※2月23日㈰・3月2日㈰に限り、申告相談および受
け付けを行います。
●松原商工会議所
2月12日㈬～2月21日㈮（土・日曜日を除く）　午前9時30
分～正午、午後1時～4時（混雑時は、受け付けを早めに締め
切る場合あり　正午～午後1時は相談は行っていません）。
※土地・建物や株式等の譲渡所得、贈与税、相続税の相談は
行っていません。
●広域申告センター　
①天王寺ミオ12階（JR「天王寺駅」徒歩2分）   
2月23日㈰、3月2日㈰　午前9時15分～午後5時
②JR北新地駅前会場（JR「北新地駅」東改札口から右側へ約60ｍ
大阪駅前第2・第3ビル間　地下歩道）
2月23日㈰、3月2日㈰　午前9時15分～午後5時
●還付申告センター
①JR北新地駅前会場（場所は同上）
2月4日㈫～28日㈮（土・日・祝日は除く）　午前9時30分～
午後4時
②堺会場（南海高野線「中百舌鳥駅」北出口から徒歩約5分・地下
鉄御堂筋線「なかもず駅」2番出口から徒歩約5分　堺市産業振
興センター5階）
2月4日㈫～14日㈮（土・日・祝日は除く）　午前9時30分～
午後4時

税について  の中学生の作文

●松原市長賞　
松原第六中学校 湯山　天音さん
●納税貯蓄組合
　大阪府総連合会優秀賞
松原第七中学校 武田　真伊さん
●八尾税務署管内
　納税貯蓄組合連合会長賞
松原中学校　　　佐藤　聡司さん
松原第二中学校　谷口　琴美さん
松原第三中学校　古田　佳穂さん
松原第五中学校　小薗　美友さん

※
市
・
府
民
税
の
申
告
だ
け
で
よ
い
と
思

っ
て
い
る
人
で
も
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
松
原
市
に

住
所
は
な
い
が
、
事
務
所
、
事
業
所
、
家

屋
敷
な
ど
を
有
す
る
人

◇
無
収
入
や
非
課
税
所
得（
遺
族
年
金
な

ど
）
で
あ
っ
て
も
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健

康
保
険
料
な
ど
の
算
定
や
、
所
得
の
証
明

の
発
行
な
ど
が
必
要
と
な
る
人

▼
申
告
の
必
要
が
な
い
人

◇
収
入
が
給
与
だ
け
の
人
で
、
勤
務
先
か

ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人

◇
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
し
た
人

▼
申
告
に
必
要
な
も
の

◇
申
告
に
は
印
鑑
と
次
の
書
類
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
源
泉
徴
収
票

（
な
い
人
は
給
与
支
払
証
明
書
）

▼
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
収
入
を
証
明
す

る
帳
簿
、
経
費
支
払
領
収
書
な
ど

▼
医
療
費
、
各
種
健
康
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
を

受
け
る
人
は
、
そ
れ
ら
の
領
収
書
ま
た
は

証
明
書

■
問
合
せ　
課
税
課

◎
高
齢
者(

65
歳
以
上)

の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

寝
た
き
り
・
認
知
症
な
ど
に
よ
り
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
り
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど

の
交
付
が
な
く
て
も
、
市
長
が
障
害
者
と

認
め
た
場
合
に
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
が
必
要
で
す
の
で
、
高
齢
介
護
課

 
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

◉
市
・
府
民
税
の
申
告

　
市
で
は
、
平
成
26
年
度
分
の
市
・
府
民

税
の
申
告
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
※
申
告
受
け
付
け
初
日
や
午
前

中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
期
間
内
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
2
月
17
日
㈪
〜
3
月
17
日
㈪　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

※
土･

日
曜
日
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

が
、3
月
1
日
㈯
と
3
月
2
日
㈰
に
限
り
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
30
分
ま
で
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

場
所　
市
役
所
8
階
大
会
議
室

▼
申
告
が
必
要
な
人

◇
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
松
原
市
に

居
住
し
て
い
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

▼
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営
ん

で
い
て
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が

20
万
円
以
下
の
人（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
・
府
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）

▼
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
、
公
的
年
金
の
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
で
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
還
付
申
告
を
し
な
い
人

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、知
的
障
害
者
と
判
定
さ
れ
た
人
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
身
体
障
害

者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
、
原
爆
被
爆
者
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
は
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
申
請
書
の
受
け
付
け
か
ら
交
付

ま
で
数
日
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
高
齢
介
護
課

 

八
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◉
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告

　　
八
尾
税
務
署
で
は
、
平
成
25
年
分
の
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
を
2
月
17
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

申
告
お
よ
び
納
付
期
限
は
3
月
17
日
㈪
ま

で
で
す
。
通
常
、
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し

て
い
ま
す
が
、
2
月
23
日
㈰
・
3
月
2
日

㈰
に
限
り
、
相
談
・
申
告
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

　
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お

車
で
の
ご
来
署
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　
申
告
書
は
、
税
務
署
に
提
出
す
る
ほ
か
、

郵
送
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
。
確
定
申
告

書
の「
控
」
に
税
務
署
の
収
受
印
が
必
要
な

人
は
、「
控
」と
と
も
に
返
信
用
封
筒（
切
手
貼

付
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
は
、
原
則
と

し
て
個
人
事
業
税
、
市
・
府
民
税
の
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の

場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
が
不
要
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
が
必
要
な
人

◇
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得

の
あ
る
人

◇
次
に
該
当
す
る
給
与
所
得
者

▼
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
て

い
る
人　
▼
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人　
▼
給
与
お
よ
び
退
職
以
外

の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

▼
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
り
、
中
途
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
人

●
復
興
特
別
所
得
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
の

各
年
分
に
つ
い
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税

（
各
年
分
の
基
準
所
得
税
額
の
２・１
％
）
を

所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
税
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

●
記
帳
・
帳
簿
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生

ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
人（
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が

な
い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
）
は
、
平
成
26

年
1
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が

必
要
で
す
。

■
問
合
せ　
八
尾
税
務
署

■課税課　☎337－3120　　■高齢介護課　☎337－3113　　■納税課　☎337－3122
■八尾税務署　〒581－8555　八尾市高美町3－2－29　☎072－992－1251（音声案内に従ってください）

松
原
市
長
賞
　「
私
の
く
ら
し
と
税
」  

松
原
第
六
中
学
校　
湯
山　
天
音

　
私
は
こ
の
税
の
作
文
を
書
く
ま
で「
税
金
」
と
い
う
も
の
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
正
直
、
気

に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
な
ぜ
税
金
を
納
め
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
私
が
直
接
、
関
わ
っ
て
い
る
税
金
と
い
え
ば「
消
費
税
」
ぐ
ら
い
し
か
無
い
と

思
い
ま
す
。
私
は
い
つ
も
買
い
物
を
す
る
時
、
な
ぜ
消
費
税
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
だ

ろ
う
と
税
金
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
た
し
、
不
満
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
こ
の
作
文
を

書
く
た
め
に
色
々
な
資
料
を
集
め
調
べ
て
い
て
、
納
め
ら
れ
た
税
金
の
使
い
道
や
国
民
の
生

活
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
私
の
今
ま
で
の
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
私
が
毎
日
通
っ
て
い
る
中
学
校
で
の
生
活
で
も
た
く
さ
ん
の
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
て
、

教
科
書
は
税
金
で
無
償
に
な
っ
た
り
、
耐
震
工
事
の
費
用
や
私
た
ち
が
安
心
し
て
勉
強
が
出

来
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
た
め
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
今
の
こ

の
幸
せ
な
中
学
生
活
に
感
謝
し
な
が
ら
一
生
懸
命
勉
強
、部
活
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
に
よ
っ
て
税
率
が
違
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は「
世
界
一
高
い
税
金
国

家
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
税
は
日
本
に
比
べ
て
25
パ
ー
セ
ン
ト
と
と
て
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
で
も
国
民
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
は
国
民
の
た
め
の
も
の
と
し
て
使
い
道
が
は

っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
大
学
ま
で
の
教
育
費
も
医
療
費
も
無
償
で
老
後
の
介
護
の
費
用
も
保

障
さ
れ
て
い
て
無
駄
な
く
国
民
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
も
消
費
税
を
引
き
上
げ

て
国
民
の
た
め
に
税
金
を
大
切
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
年
金
生
活
を
し
て
い
る
お
年
寄
り

の
方
が
少
し
の
医
療
費
で
病
院
に
通
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
日
本
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に
社
会
保
障
の
問
題
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
一
つ
目
は
社
会
問
題
が
増
え
て
い
く
こ
と
。
二
つ
目
は
社
会
保

障
の
費
用
と
負
担
す
る
人
が
減
っ
て
い
き
、
２
０
５
０
年
に
は
約
一
人
の
働
き
手
に
対
し
て

高
齢
者
一
人
の
費
用
を
負
担
す
る
事
は
と
て
も
大
変
な
事
な
の
で
、
少
し
で
も
働
き
手
の

方
々
の
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
に
対
策
を
作
っ
て
も
ら
え
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
作
文
を
書
い
て
ま
だ
税
金
に
つ
い
て
知
ら
な
い
事
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
色
々
な
税
の
事
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
に
出
来
る
事
は
納
税
し
て

く
れ
て
い
る
国
民
の
方
々
に
感
謝
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
ま
だ
中
学
生
な
の
で
消
費

税
し
か
納
め
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
あ
と
数
年
も
経
て
ば
私
も
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
今
、
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
人
に
な
っ
た
ら
一
生
懸
命
働
い
て
税
金
を
納
め

て
社
会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
で
す
。
国
民
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
日
本
に
な
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

　
税
に
つ
い
て
の
関
心
、
理
解
を
高
め
る

た
め
、
八
尾
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
、
中
学
生
を
対
象
に
税
に
関
す

る
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
七
つ

の
中
学
校
か
ら
１
０
１
３
点
の
応
募
が
あ

り
、
多
く
の
優
秀
な
作
品
の
中
か
ら
、「
松

原
市
長
賞
」に
松
原
第
六
中
学
校
の
湯
山
天

音
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
各
賞
の
入
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

■
問
合
せ　
納
税
課

の
申
告
は
正
し
く
、
期
間
内
に　

市
・
府
民
税
の
申
告
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

申告期間 　 2月17日㈪～ 3月17日㈪ 税
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ニュース
松　原

情　報
ひろば

保険年金

地域交流

スポーツ

図書館

講　座
イベント

催　し
ぼっくす

みんなの
広　場

イベント
ガイド

消費生活

税

相　談

子育て

健　康

福　祉

安　全

環　境
人　権

各　種
相　談

子育て
応援
コーナー

歴　史
ウォーク

その他

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550

　教職員課　☎337－3132　上下水道総務課　☎337－3135
環境政策課　☎337－3127　環境業務課　☎332－8483

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550　
上下水道建設室　☎337－3140　上下水道管理課　☎337－3139
地域教育振興課　☎337－3133　行政委員会総合事務局　☎337－3243

大和川クリーン作戦に
ご参加ください

　大阪を代表する河川である大和川の美しい環境と清流
を取り戻すために府内最大の一斉清掃を行います。皆さ
んの参加をお待ちしています。

今年は松原市がメイン会場です
多くの参加で盛り上げましょう

　「市庁舎のバラいっぱい
寄附金」に、個人または団
体の皆さんからいただきま
した寄付金は、市庁舎のバ
ラのために有効に活用させ
ていただきます。
　今後とも皆さんのご支援

ご協力をよろしくお願いします。
●寄付の申込み　寄付金は、1,000円以上より受け
付けをしています。なお、5,000円以上の寄付をさ
れた人で、ご希望の場合は、市役所正面設置のプ
レートに名前を掲載します。
●掲載期間　２年間　
●受付時間　市役所開庁時間
●受付窓口・問合せ　管財用地課
寄付申込者数　５件 
（平成25年10月1日～12月27日）
事業所名・団体名・個人名（申込順・敬称略）
▶木内義一、紀八、エレナ
▶野田能右
その他匿名3件

取り扱い区分

可燃ごみの
収集・運搬

不燃物・粗大ごみ
の収集・運搬

単位

指定袋に
よるとき

指定袋に収納
できないとき

10 ㎏までごとに

30L 用 1袋に
つき

45L 用 1袋に
つき

70L 用 1袋に
つき

手数料

83 円（80 円）

124 円（120 円）

185 円（180 円）

185 円（180 円）

185 円（180 円）

10㎏までごとに

種類

普通

取り扱い区分

便槽の改造、廃止その他の理由で

申出により処理するもの

手数料

1人当たり 1回

103 円（100 円）

118 円（115 円）

103 円（100 円）

特殊
（※1）

一般住宅

便所の位置などによりくみ取り作業が著し

く困難または支障を生ずるもの

無臭式便所

簡易水洗式便所

一般家庭で便槽が 2個以上あるもの

臨時

従量

（※2）

・著しく排出量の多いもの
・人員によって算定しがたいもの
・一般家庭以外

単位

1世帯につき1回

1槽増すごとに１回

1回につき

18Lにつき

206 円（200 円）

515 円（500 円）

515 円（500 円）

103 円（100 円）

　平成26年4月1日から消費税率が8％に引き上げられる
ことに伴い、し尿くみ取り料金を改定します。
▶問合せ　環境政策課

※市では、し尿の収集運搬業務・事業系一般廃棄物の収集運搬業務について、許可制度（排出者と許可業者の契約により一般
廃棄物の収集運搬を行う制度のこと）により運用しています。収集運搬料金の上限額は条例で定められており、許可業者が消
費税および地方消費税を適正に転嫁できるようにするため、条例の改正を行い、今回の改定を行ったものです。

消費税増税分が料金などに転嫁されます

監査委員を新しく選任

　前委員の
任期満了に
伴い、監査
委員に川西
修さん（ 67
歳・松原商
工会議所特
別顧問）が選
任されまし
た。
　任期は平成25年12月25日から
29年12月24日です。
▶問合せ　行政委員会総合事務局

※監査委員とは ･･･ 市の財務や経
営に関する事務の管理や執行につ
いて、行政が適法に効率的な運営
ができているかなどについて、監
査を行うものです。

上下水道料金が改定に

し尿くみ取り料金が改定に 事業系一般廃棄物
収集運搬手数料が改定に

今年は松原市がメイン会場です
多くの参加で盛り上げましょう

　
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
25
年
12
月
20
日

に
立
部
１
丁
目
・
栄
久
寺
に
あ
る
古
文
書

『
栄え
い
き
ゅ
う
じ

久
寺
紙し
ほ
ん
ぼ
く
し
ょ

本
墨
書
教き
ょ
う
に
ょ如
上し
ょ
う
に
ん人
消し
ょ
う
そ
く
息
』
を
松

原
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　立部1丁目の願成山栄久寺に残る青年期の教如（東本願寺創立者。
1558～ 1614）が河内国の坊主と門徒宛てに天正8年（1580）9月6
日に出した手紙です。
　この手紙は河内国に残る数少ない教如消息の一つとして貴重であ
り、松原市とその周辺で浄土真宗がどのように広まったかを知るうえ
で貴重な史料です。
※見学はできますが、事前に地域教育振興課までご連絡ください。
▶問合せ　地域教育振興課　

●●今回文化財に指定した古文書●●

栄
久
寺（
立
部
１
丁
目
）の
古
文
書
を

●とき　3月2日㈰　午前9時30分～11時頃

文
化
財
に
指
定

　大和川・石川の水質改善を図るとともに河川の美化や愛
護の意識を高めていただくことを目的として府内の流域
10市町村で一斉清掃を行います。

　　

●内容　開会式、河川敷の清掃作業
●ところ　大和川西青少年運動広場
（大和川左岸・天美北4丁目）
●配布物　軍手、ごみ袋
●問合せ　上下水道建設室、上下水道管理課、環境予防課、
大阪府河川環境課（☎06－6941－0351[府庁代表]）

　平成26年4月1日から消費税率が8％に引き上げられることに伴い、消費税の円滑
かつ適正な転嫁を図る必要があることから、水道料金などや下水道使用料について
も、現行の5％相当額を8％相当額とし、増税分をご負担いただくこととなります。
　上下水道料金につきまして平成26年4月1日現在で、前月より継続して使用されて
いる人においては、6月検針分より8％の課税となります。4月以降新規に使用される
人は、使用開始時より8％が課税されます。料金早見表など、詳しくは広報まつばら4月号でお知らせします。
▶問合せ　上下水道総務課

※1　特殊手数料については、1世帯当たりの普通手数料に
　　　加算されます。
※2　臨時手数料については、従量手数料が加算されます。

（  ）内は改定前料金

（  ）内は改定前料金

市庁舎のバラいっぱい寄附金市庁舎のバラいっぱい寄附金
　平成26年4月1日から消費税
率が8％に引き上げられること
に伴い、事業系一般廃棄物収集
運搬料金を改定します。
　なお、処分手数料（指定袋）に
ついては改定しません。
▶問合せ　環境業務課

▶とき　2月16日㈰　午前10時～午後4時　▶ところ
市立四つ葉幼稚園（松原市天美南4－276－1）　※申し
込み不要。スリッパは各自持参ください。見学会に
お越しの人は、自転車その他公共機関をご利用くだ
さい。▶問合せ　施設課  

からのお知らせ

　開園前に、下記の日程で見学会を開催しますので
お気軽にお越しください。

からのお知らせ松原市立四つ葉幼稚園
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見学会を開催します

　平成26年4月に開園する市立四つ葉幼稚園は、市立天美幼稚園・布忍幼稚園・あまみが
丘幼稚園・中央幼稚園の4つの園を統合し、天美南に建設したものです。

早朝預かり保育を始めます
　四つ葉幼稚園では午前8から
預かり保育を始めます。
　また、市内公立幼稚園では4
歳児・5歳児の園児を募集中で
す。お気軽にお問い合わせくだ
さい。▶問合せ　教職員課
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セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
え
る
団
体
を
ご
紹
介

　現在、地域福祉計画の策定に関わっていますが、市民の皆さんに行った
アンケートの中でも、火災や自然災害など緊急時の逃げ遅れに対して不安
を感じている人が多くおられました。地域には高齢者世帯の見守りなどを
行い、火災や緊急時に備える団体もありますが、全てをカバーするところ
までできている地域は少ないのではないでしょうか。
　今後、町会としましては、助けが必要な世帯を近隣住民でいかにして見
守り、助け合うのかが大きな問題になろうかと思います。そういった地域
の情報共有ができる体制を整え、地域住民の安心・安全につなげることが
できればと考えています。
　また、町会の活動は、地域住民のボランティアで支えられています。子
どもの喜ぶ顔が見たい、人のためになる活動に携わりたいという方のご参
加をお待ちしています。

町
会
の
活
動
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
第
１
回
目
は
、
地
域
住
民
相
互
の
連
携

や
交
流
を
図
り
、
福
祉
や
環
境
、
防
災
、

防
犯
な
ど
安
心
・
安
全
な
生
活
全
般
に
重

要
な
役
割
を
担
う
町
会
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
約
２
６
０
の
町
会
が
あ
り

ま
す
が
、
加
入
世
帯
の
割
合
は
約
70
％

と
い
う
状
況

で
、
年
々
そ

の
割
合
は
減

少
し
て
い
ま

す（
平
成
25

年
８
月
末
現

在
）。

　

町
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
自
主
的
に
組
織
・
運
営
さ
れ
る
団

体
で
、
加
入
自
体
は
、
義
務
で
は
な
く
皆

さ
ん
の
自
主
性
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人

も
い
ま
す
が
、
生
活
し
て
い
く
以
上
、
町

会
が
行
う
活
動
か
ら
何
ら
か
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
例
え
ば
、防
犯
灯
の
設
置・管
理
。
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
重
点
課
題
と
し
て

挙
が
っ
て
い
る

夜
間
の
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
効

果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
・

管
理
や
、
子
ど

も
の
登
下
校
時

の
見
守
り
活
動
、

青
色
防

犯
パ
ト

ロ
ー
ル

を
行
う

な
ど
、

犯
罪
抑

止
に
力

を
入
れ
て
い
る
町
会
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
で
も
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
救

助
・
救
護
活
動
、
声
の
掛
け
合
い
が
被
害

の
拡
大
を
防
い
だ
よ
う
に
、
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
大
地
震
に
対
し
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
防
災
訓
練
に
取
り
組
み
、
緊

急
時
に
対
す
る
備
え
と
連
携
強
化
に
努
め

る
町
会
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
ま
た
、

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

住
民
組
織
と
し
て
の
基
礎
で
あ
る
町
会
の

役
割
は
大
き
く
、

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
え
る

基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、地
域
の
安
心・

安
全
な
生
活
を

陰
な
が
ら
支
え

る
町
会
の
活
動

に
つ
い
て
考
え
、

参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

SC★マ
ン
スリー★ま

つ
ば

ら★
SC★マ

ン
スリー★ま

つ
ば

ら★Matsubara

2013.11.16

2 月号
SC マンスリー まつばら

「
Ｓ
Ｃ
マ
ン
ス
リ
ー
ま
つ
ば
ら
」は
、世
界
基
準
の
安
心・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
で
す
。　

▼
問
合
せ
　
市
民
安
全
課

松
原
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
副
会
長
・
町
会
連
合
会
会
長

岡
田
敏
彰
さ
ん

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
一
つ
の
組
織
が
推
進
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
団
体
で

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
で
一
つ
の

取
り
組
み
の
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
え
る
多
く
の
団
体
を
紹
介
し
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
参
加
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲青色防犯パトロール活動

▲町会設置の防犯灯▲子どもの見守り活動
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市
で
は
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
使
用
で
き
る

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
８
月
号
広
報
ま
つ
ば
ら
で

お
知
ら
せ
し
た
時
点
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
い
る
店
舗
が
37
店
舗
で
し
た
が
、
現

在
は
40
店
舗
へ
と
増
え
ま
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う

に
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
増
え
ま
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ 

AED新規設置店舗 店舗住所地図
サークルK松原天美我堂五丁目店

サンクス河内天美店
サンクスぬのせ駅前店 

サンクス松原三宅店
サンクス松原天美我堂一丁目店  
サークルK松原丹南店
サンクス松原上田店
サークルK松原天美我堂店
サンクス松原阿保三丁目店
サンクス松原別所店
※ローソン松原三宅東五丁目店

ロ―ソン岡店
ロ―ソン天美西店 

ロ―ソン松原東新町店 
ロ―ソン松原天美我堂一丁目店
ロ―ソン松原南新町店
ロ―ソン松原田井城店
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ロ―ソン松原田井城一丁目店
ロ―ソン松原阿保四丁目店
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ロ―ソン松原岡七丁目店 
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天美我堂5－6－30
東新町4－16－18
天美東7－7－7
三宅中7－2－30
天美我堂1－4－8
丹南4－2－1
上田8－14－13
天美我堂2－463－1
阿保3－1－19
別所8－13－25
三宅東5－1837－4
天美西2－1－23
岡4－2－24
東新町4－4－11
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田井城1－2－15
阿保4－2－3
岡7－99－2
丹南2－288－3
三宅中5－5－3
三宅中1－2－27
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天美我堂1－1－1
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ファミリーマート松原インター前店
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ヤフー・グーグルと災害協定

　地震などの災害時に備え、災害発生時における市民
への迅速な情報提供や行政機能の低下を軽減すること
を目的に、インターネット情報運営会社のヤフー・グー
グルと無償による情報提供に関する協定を締結しました。
　締結により、市内の避難所情報や避難ルートなどの
地図サービスを両社が運営するポータルサイトでも閲
覧できるようになるなど、災害時の情報発信力の向上
が期待できます。具体的な内容や方法については協議
により今後決定します。▶問合せ　市民安全課
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　現在、地域福祉計画の策定に関わっていますが、市民の皆さんに行った
アンケートの中でも、火災や自然災害など緊急時の逃げ遅れに対して不安
を感じている人が多くおられました。地域には高齢者世帯の見守りなどを
行い、火災や緊急時に備える団体もありますが、全てをカバーするところ
までできている地域は少ないのではないでしょうか。
　今後、町会としましては、助けが必要な世帯を近隣住民でいかにして見
守り、助け合うのかが大きな問題になろうかと思います。そういった地域
の情報共有ができる体制を整え、地域住民の安心・安全につなげることが
できればと考えています。
　また、町会の活動は、地域住民のボランティアで支えられています。子
どもの喜ぶ顔が見たい、人のためになる活動に携わりたいという方のご参
加をお待ちしています。
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